
( 1 )

熊
毛
地
区
社
会
教
育
振
興
会
で
は
、
地
域
・
家
庭
・
学
校
・

行
政
・
関
係
機
関
等
の
連
携
が
更
に
深
ま
り
、
熊
毛
地

区
の
社
会
教
育
が
ま
す
ま
す
充
実
・
発
展
す
る
こ
と
を

願
っ
て
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
熊
毛
の
社
会
教
育
」
を
作

成
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
御
一
読
い
た
だ
き
、
本
地
区
の

社
会
教
育
の
更
な
る
充
実
・
発
展
に
御
理
解
と
御
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

一
・
二
ペ
ー
ジ
に
は
、
地
区
主
要
行
事
が
、
三
～
六

ペ
ー
ジ
に
は
、
一
市
三
町
の
特
色
あ
る
事
業
等
が
掲
載

し
て
あ
り
ま
す
。

令

和

四

年

五

月

二

十

一

日

(

土

)

種
子
島
会
場
：
中

種

子

町

立

中

央

公

民

館
（
三
十
九
人)

（
屋
久
島
会
場
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
）

安
全
教
室
で
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観
て
、
正
し
い
応
急
処
置

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、
子
ど
も
会
会
員
と
指

導
者
・
育
成
者
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
Ｋ
Ｙ
Ｔ
（
危
険

予
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）」
と
「
指
導
者
・
育
成
者
の
役
割
」

に
つ
い
て
講
義
を
受
け
ま
し
た
。
最
後
に
、
全
員
で
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
参
加
者
同
士
が
交
流
を
深
め
な

が
ら
、
安
全
に
つ
い
て
詳
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

令

和

四

年

六

月

二

十

五

日

(

土

)

人
権
教
育
研
修
会
場
：
屋

久

島

町

総

合

セ

ン

タ

ー
（
八
十
人)

青
年
団
体
研
修
会
場
：
屋
久
島
環
境
文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
（
二
十
三
人)

地
区
内
の
社
会
教
育
指
導
者
が
屋
久
島
町
に
お
い
て

一
堂
に
会
し
、
二
つ
の
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。
人
権

教
育
ブ
ロ
ッ
ク
別
指
導
者
研
修
会
で
は
、
県
男
女
共
同

参
画
局
人
権
同
和
対
策
課
の
宇
都
節
郎
氏
に
「
誰
も
が

幸
せ
に
生
き
る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
し
て
い

た
だ
き
、
部
落
差
別
（
同
和
問
題
）
や
性
的
指
向
・
性

自
認
等
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
青
年
団
体
の

研
修
会
は
、
三
年
ぶ
り
に
一
泊
二
日
の
日
程
で
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
屋
久
杉
自
然
館
見
学
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
ト
ー
ク
を
含
む
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
、
各
青
年
団
の

活
動
報
告
、
グ
ル
ー
プ
討
議
等
を
行
い
、
充
実
し
た
研

修
と
な
り
ま
し
た
。

令

和

四

年

七

月

十

一

日

（

月

）

屋

久

島

町

総

合

セ

ン

タ

ー

（

二

十

人

）

県
教
育
庁
文
化
財
課
の
切
通
雅
子
文
化
財
主
事
兼
係
長

に
指
導
講
話
を
し
て
い
た
だ
き
、
県
文
化
財
保
存
活
用
大

綱
に
基
づ
く
各
種
取
組
に
つ
い
て
研
修
を
深
め
ま
し
た
。

研
究
協
議
で
は
、
中
種
子
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
の

深
田
和
幸
氏
が
、「
戦
跡
『
九
州
海
軍
航
空
隊
種
子
島
基
地
』

跡
の
保
存
活
動
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
事
例
発
表
を
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
発
表
を
受
け
、
各
市
町
の
取
組
の
成

果
や
課
題
等
に
関
す
る
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
最
後
に
、
三
年
ぶ
り
と
な
る
現
地
視
察
に
全
員
で
出

掛
け
、
屋
久
島
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
の
市
川
聡
氏

に
横
峯
縄
文
遺
跡
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
復
元
さ

れ
た
竪
穴
住
居

に
は
入
る
こ
と

が
で
き
、
柱
や

壁
等
の
工
夫

あ
る
構
造
を

間
近
で
見
学

す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

【グループ討議後の発表】

熊毛の社会教育 熊毛地区社会教育振興会

＜熊毛地区社会教育主要事業実績＞

月 日 曜 事 業 名 会 場 出席者数

５ 21 土
地区子ども会安全教育研修会

中種子町立中央公民館
21人

地区子ども会指導者・育成者研修会 18人

６ 25 土
地区人権教育ブロック別指導者研修会 屋久島町総合センター 80人

地区社会教育指導者研修会（青年団体）～26日 屋久島環境文化研修センター 23人

７ 11 月 地区文化財保護審議会委員等研修会 屋久島町総合センター 20人

８ 10 水 地区子ども会大会・創作活動大会 各家庭 20人

地区社会教育指導者研修会（ＰＴＡ・女性

10 21 金 団体・高齢者団体），地区社会教育委員等 中種子町立中央公民館 51人

研修会及び自治公民館経営研究会

11 26 土 地区子ども会ジュニア・リーダー養成研修 南種子町立中央公民館 20人

12 ３ 土 県ＰＴＡ活動研究委嘱公開 南種子町立南種子中学校 113人

人
権
教
育
ブ
ロ
ッ
ク
別
指
導
者
研
修
会

社
会
教
育
指
導
者
研
修
会
（
青
年
団
体
）

【研究協議】

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
等
研
修
会

子

ど

も

会

安

全

教

育

研

修

会

子
ど
も
会
指
導
者
・
育
成
者
研
修
会

【ＫＹＴ（危険予知トレーニング）】
講師:南種子町社会教育士 小川 和輝 氏

【レクリエーション】
講師:中種子よいらーいきスポーツクラブ

クラブマネージャー 宇都 光樹 氏

令

和

五

年

二

月

発

行

熊

毛

地

区

社

会

教

育

振

興

会

・ 差別の対義語は尊敬・尊重だ
という話が心に残った。

・ 人権について繰り返し学びた
い。

・ 他の青年団と集まることがで
き，人とのつながりの大切さを
感じる有意義な研修になった。

【横峯縄文遺跡見学】

【講演「誰もが幸せに生きるために」】



熊
毛
地
区
社
会
教
育
振
興
会
事
務
局

住

所

西
之
表
市
西
之
表
七
五
九
〇
番
地

熊
毛
教
育
事
務
所
内

電

話
（
〇
九
九
七
）
二
二
ー
〇
五
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
九
九
七
）
二
二
ー
〇
五
二
一

( 2 )熊毛地区社会教育振興会 熊毛の社会教育

八
月
十
日
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た
子
ど
も
会
大
会
・

創
作
活
動
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

拡
大
状
況
に
あ
っ
た
た
め
、
予
定
を
変
更
し
て
、
各
家

庭
で
個
別
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
危
険
予
知
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
や
写
真
フ
レ
ー
ム
の
か
ざ
り
つ
け
に
家
族
で
楽
し

く
取
り
組
め
た
よ
う
で
す
。

令

和

四

年

十

月

二

十

一

日

(

金

)

中

種

子

町

立

中

央

公

民

館

（

五

十

一

人

)

地
区
内
の
社
会
教
育
指
導
者
、
社
会
教
育
委
員
及
び

公
民
館
長
等
が
中
種
子
町
に
集
い
、
社
会
教
育
・
人
づ

く
り
や
ま
ち
づ
く
り
の
振
興
を
目
的
と
し
て
研
修
を
行

い
ま
し
た
。

全
体
会
で
は
、
鹿
児
島
市
地
域
づ
く
り
推
進
課
の
小

路
由
美
子
氏
に
、
地
域
学
校
協
働
活
動
の
内
容
や
推
進

の
在
り
方
等
に
つ
い
て
、
地
区
内
の
取
組
事
例
を
基
に

講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
地
域
学
校
協
働
活

動
と
聞
く
と
難
し
く
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
今
皆
さ
ん
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
楽
し
み
な
が

ら
そ
の
ま
ま
続
け
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
力
強
い
お
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

分
科
会
で
は
、
出
席
者
の
中
か
ら
司
会
者
と
記
録
者

を
決
め
、
地
域
学
校
協
働
活
動
の
実
践
例
を
紹
介
し
た

り
、
各
団
体
の
運
営
に
関
す
る
課
題
等
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
り
し
ま
し
た
。
「
久
し
ぶ
り
に
み
ん
な
で
集
ま

る
こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
情
報
交
換
の
場
に
な
っ
た
」

と
い
う
出
席
者
の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

令

和

四

年

十

一

月

二

十

六

日

(

土

)

南

種

子

町

立

中

央

公

民

館

（

二

十

人

)

地
区
内
の
子
ど
も
会
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
が
南
種

子
町
に
集
い
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

初
対
面
の
参
加
者
が
多
か
っ
た
で
す
が
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
「
Ｋ
Ｙ
Ｔ
の
実
際
」
の
研
修
を
通
し
て
、
互

い
の
こ
と
を
知
っ
た
り
、
意
見
を
話
し
合
っ
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
、
緊
張
が
解
け
た
よ
う
で
し
た
。
活
動
発

表
で
は
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
等
を
用
い
て
各
市
町
の
活

動
内
容
や
課
題
等
を
発
表
し
合
い
、
「
他
団
体
の
よ
い

取
組
を
自
分
た
ち
の
活
動
に
取
り
入
れ
た
い
」
と
、
今

後
の
活
動
へ
の
思
い
を
強
く
し
て
い
ま
し
た
。
最
後
に
、

「
創
る
と
い
う
こ
と
」
と
い
う
演
題
で
、
Ｕ
Ｄ
Ｃ
Ｋ
（
柏

の
葉
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
）
の
小
山
田
裕
彦

氏
に
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
も
の
づ
く
り
に

対
す
る
考
え
方
や
姿
勢
に

つ
い
て
学
ん
だ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
将
来
に
つ
い
て
考

え
た
り
す
る
時
間
に
な
り

ま
し
た
。

本
研
修
を
き
っ
か
け
に
、

各
団
体
間
の
連
携
が
更
に
深

ま
り
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
今
後
一
層

活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

【講演「地域学校協働活動と

人づくり・まちづくり」】

【分科会】

令

和

四

年

十

二

月

三

日

(

土

)

南

種

子

町

立

南

種

子

中

学

校(

百

十

三

人)

南
種
子
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、「
生
徒
の
未
来
を
拓
く
、
持

続
可
能
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
」
を
研
究
主
題
に
、
実
践
を
積
み

重
ね
、
研
究
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
の
久
保

田
治
助
准
教
授
に
「
こ
れ
か
ら
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
の
在
り
方
」
に
つ
い
て
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体

と
な
り
、
持
続
可
能
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
展

開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

編集・発行 令
和
四
年
度
各
種
表
彰

◆
社
会
教
育
功
労
者
表
彰

※
敬
称
略

泊

秋
敏

（
屋
久
島
町
）

◆
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
表
彰

屋
久
島
町
立
宮
浦
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
屋
久
島
町
）

◆
九
州
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
表
彰

德
永

眞
一

（
中
種
子
町
）

◆
県
読
書
推
進
運
動
協
議
会
優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
表
彰

お
は
な
し
の
と
び
ら
と
ん
と
ん

（
西
之
表
市
）

◆
県
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
表
彰

中
目
子
ど
も
会
育
成
会

（
西
之
表
市
）

南
界
校
区
子
ど
も
会
育
成
会

（
中
種
子
町
）

平
野
集
落
公
民
館
青
少
年
育
成
部
（
南
種
子
町
）

◆
熊
毛
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
表
彰

上
妻

初
生

（
西
之
表
市
）

下
中
地
区
公
民
館
青
少
年
育
成
部
（
南
種
子
町
）

旭
町
子
ど
も
会

（
屋
久
島
町
）

◆
熊
毛
地
区
社
会
教
育
関
係
優
良
団
体
及
び
個
人
表
彰

お
は
な
し
の
と
び
ら
と
ん
と
ん

（
西
之
表
市
）

油
久
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
「
油
っ
久
り
」（
中
種
子
町
）

広
田
遺
跡
語
り
部
の
会

（
南
種
子
町
）

子
ど
も
会
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修

社
会
教
育
指
導
者
研
修
会
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
女
性
団
体
・
高
齢
者
団
体
）

社
会
教
育
委
員
等
研
修
会
及
び
自
治
公
民
館
経
営
研
究
会

・

貝
殻
や
シ
ー
グ
ラ
ス
を
上
手
に
組

み
合
わ
せ
、
楽
し
く
つ
く
る
こ
と
が

で
き
た
。

・

海
で
泳
ぐ
と
き
は
、
危
険
予
知
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
確
認
し
た
こ
と
を
守

り
、
け
が
を
し
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

子

ど

も

会

大

会

・

創

作

活

動

大

会

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

県

Ｐ

Ｔ

Ａ

活

動

研

究

委

嘱

公

開

【アトラクション】

【「ＫＹＴの実際」発表の様子】



( 3 )

「
波
濤
を
超
え
、
全
国
ど
こ
で
で
も
た
く
ま

し
く
生
き
抜
く
こ
と
の
で
き
る
力
を
備
え
た

人
間
育
成
」
、「
郷
土
振
興
に
情
熱
を
燃
や
し
、

郷
土
興
し
の
原
動
力
た
り
得
る
人
間
育
成
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
、
「
ひ
と
り
だ
ち
の
教

育
」
を
本
市
教
育
の
基
本
理
念
と
し
て
い
ま

す
。

「
ふ
る
さ
と
ま
な
び
～
隊
」
は
市
内
の
小
学

三
年
生
か
ら
小
学
六
年
生
を
対
象
と
し
、
様
々

な
体
験
学
習
を
通
し
て
、
ふ
る
さ
と
の
自
然

や
文
化
な
ど
を
学
び
、
ま
た
異
年
齢
で
交
流

す
る
こ
と
で
豊
か
な
人
間
関
係
や
規
範
意

識
、
社
会
性
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

令
和
四
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
し
て
、
屋
外
で
の
活
動
を
基

本
と
し
、
定
員
数
の
縮
小
や
活
動
時
間
を
短

縮
し
た
形
で
の
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
も
し
お
さ
い
留
学
生
と
の
交
流
会

を
行
い
ま
し
た
。
午
前
中
は
、
仲
を
深
め
る

た
め
に
、
グ
ル
ー
プ
作
り
や
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
午
後
か
ら

は
、
文
化
財
係
の
協
力
の
も
と
、
「
文
化
財

で
ビ
ン
ゴ
」
と
題
し
、
ク
イ
ズ
を
し
な
が
ら
、

西
之
表
市
の
文
化
財
を
巡
り
ま
し
た
。
参
加

し
た
子
供
た
ち
か
ら
は
、
「
普
段
住
ん
で
い

て
も
、
知
ら
な
い
こ
と
が
多
い
」
と
い
う
感

想
も
聞
か
れ
、
交
流
を
深
め
な
が
ら
も
新
し

い
学
び
の
あ
る
有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し

た
。 西之表市

西
之
表
市
で
は
、
図
書
館
活
動
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
読
書
意
欲

が
向
上
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
県

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
鳥
羽
啓
子
氏
と

本
市
在
住
の
齋
藤
真
理
子
氏
を
講
師
に
迎

え
、
鳥
羽
先
生
に
は
読
み
聞
か
せ
に
つ
い
て

の
講
義
と
実
演
を
、
齋
藤
先
生
に
は
実
際
に

手
製
本
を
作
る
実
技
講
演
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

今
ま
で
と
違
っ
た
新
た
な
読
み
聞
か
せ
の
仕

方
を
学
ん
だ
り
、
普
段
自
分
一
人
で
は
作
ら

な
い
手
製
本

を
作
っ
た
り

す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

参
加
さ
れ

た
方
々
は
、

と
て
も
満
足

げ
な
表
情
で

し
た
。

本
市
の
小
学
校
高
学
年
の
児
童
と
中
学
校

の
生
徒
、
本
市
学
校
司
書
を
対
象
に
ブ
ッ
ク

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
図
書
館
業
務
の
体
験
を
は
じ

め
、
豆
本
製
作
に
よ
る
本
の
仕
組
み
の
習
得

や
、
読
み
聞
か
せ
の
実
践
等
を
行
う
こ
と
で
、

学
校
図
書
に
お
け
る
、
読
書
活
動
の
推
進
を

目
的
と
し
て
、
令
和
三
年
度
か
ら
開
設
し
て

い
る
講
座
で
す
。
四
年
度
は
、
小
学
生
五
人
、

中
学
生
一
人
、
学
校
司
書
三
人
の
計
九
人
が

参
加
し
、
講
座
終
了
後
、
ブ
ッ
ク
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
、「
今
回
習
っ
た
こ
と
を
活
か
し
て
、

家
族
に
も
読
み
聞
か
せ
を
し
て
み
た
い
」
や

「
将
来
学
校
司
書
に
な
り
た
い
」
な
ど
の
感

想
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
多
く
の
方
が
本

に
触
れ
る
機
会
が
増
え
る
よ
う
に
継
続
し
て

開
催
し
て
い
き
た
い
で
す
。

十
一
月
三
日
に
市
民
会
館
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
映
画
「
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
ネ
ク
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
」

を
三
回
上
映
し
、
計
七
百
九
十
一
人
の
方
が

鑑
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
映
画
館
の
無
い

島
内
で
映
画
上
映
を
す
る
こ
と
で
、
少
し
で

も
文
化
芸
術
に
興
味
を
持
ち
、
親
し
ん
で
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
た
も
の
で

す
。
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
、
多
く
の
方
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

成
年
年
齢
が
十
八
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
五
月
二
十
六
日
に
種
子
島
高

校
三
年
生
を
対
象
と
し
て
、
「
十
八
歳
か
ら

オ
ト
ナ
！
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
ず
、

選
挙
管
理
委
員
会
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か

ら
選
挙
や
契
約
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
説
明

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
社
会

教
育
課
職
員
が
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
の
寸
劇

を
取
り
入
れ
、
悪
徳
商
法
へ
の
注
意
喚
起
を

行
い
ま
し
た
。

講
座
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
一
つ
一

つ
の
行
動
に
責
任
が
出
て
く
る
」
な
ど
、
不

安
の
声
が
多
く
あ
が
っ
た
一
方
で
、
成
年
に

な
っ
て
や
っ
て
み
た
い
こ
と
と
し
て
、
「
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
作
っ
て
み
た
い
」
「
選

挙
に
行
き
た
い
」
「
大
人
と
し
て
積
極
的
に

自
分
の
意
見
を
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
い

う
声
も
あ
り
ま
し
た
。

熊毛の社会教育 熊毛地区社会教育振興会

熊
毛
地
区
社
会
教
育
振
興
会文化財でビンゴ

鳥羽先生による読み聞かせ講座

ブ
ッ
ク
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
養
成
講
座

窓口業務を体験

ふ
る
さ
と
ま
な
び
～
隊

し
お
さ
い
留
学
生
と
の
交
流
会

社会教育課職員による寸劇

充
実
し
た
図
書
館
活
動

ト
シ
ョ
フ
ェ
ス
の
開
催

生
涯
学
習
の
取
組

映
画
上
映
会
の
開
催

成
年
教
育
啓
発
事
業

～
種
子
島
高
校
へ
「
ま
な
び
～
座
」
出
前
講
座
～
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中
種
子
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
キ
ッ
ズ
は
年
間
を

通
し
て
体
験
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
十
月

二
十
九
日
に
古
市
家
住
宅
に
お
い
て
、
第
四

回
目
「
歴
史
を
学
ぼ
う
！
」
と
題
し
、
火
起

こ
し
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
目
的
は
、
普

段
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
「
火
」
を
古
代
の

人
々
は
ど
の
よ
う
に
し
て
起
こ
し
て
い
た
の

か
等
の
古
代
の
知
恵
を
自
ら
考
え
、
古
代
の

生
活
の
様
相
や
現
代
の
生
活
の
豊
か
さ
を
学

ぶ
こ
と
で
す
。
実
際
に
、
古
代
の
人
々
が
使

用
さ
れ
て
い
た
道
具
を
使
い
、
火
起
こ
し
を

行
い
ま
し
た
。
火
を
つ
け
る
ま
で
の
作
業
に
、

子
供
た
ち
は
、
「
腕
が
痛
い
！
」
と
叫
び
な

が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。
「
火
」
を
起
こ

す
こ
と
の
難
し
さ
を
学
び
、
今
の
生
活
は
本

当
に
便
利
だ
と
改
め
て
気
付
か
さ
れ
る
貴
重

な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

中 種 子 町

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
キ
ッ
ズ

「
歴
史
を
学
ぼ
う
！
」

チャレンジ・キッズ「歴史を学ぼう！」

町
民
の
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
今
年
度
は

公
民
館
講
座
を
十
二
講
座
開
講
し
、
そ
の
う

ち
の
一
つ
に
公
民
館
図
書
室
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
「
あ
た
ま
イ
キ
イ
キ
音
読
教
室
」

を
開
講
し
て
い
ま
す
。
音
読
は
認
知
症
予
防

や
脳
機
能
を
発
達
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
と
わ
ざ
、
落
語
、
古
典
、
論
語
、

絵
本
、
種
子
島
の
昔
話
な
ど
を
声
に
出
し
て

読
み
な
が
ら
、
参
加
者
で
一
緒
に
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
特
別
な
技
術
は
必
要
な
く
、
誰
で

も
楽
し
め
る
の
で
、
参
加
者
か
ら
は
「
絵
本

が
楽
し
み
」
「
月
に
一
度
の
講
座
の
時
間
が

待
ち
遠
し
い
」
と
い
う
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
者
同
士
の
交
流
の
場
と
し
て
の

役
割
も
果
た
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

公
民
館
講
座×

図
書
室

十
一
月
十
日
の
官
報
公
告
に
て
、
国
史
跡

と
な
っ
た
立
切
遺
跡
（
中
種
子
町
坂
井
）
と

横
峯
遺
跡
（
南
種
子
町
島
間
）
の
指
定
を
記

念
し
て
、
十
二
月
十
一
日
に
、
南
種
子
町
と

共
同
の
国
史
跡
指
定
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

種
子
島
こ
り
ー
な
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
第
一
部
で
は
、
岡
山
大
学
名

誉
教
授
の
稲
田
孝
司
さ
ん
、
東
京
大
学
大
学

院
准
教
授
の
森
先
一
貴
さ
ん
を
講
師
に
招
い

て
、
世
界
・
日
本
か
ら
み
た
遺
跡
の
重
要
性

や
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。
第
二
部
で
は
、
株
式
会
社
宙
の
駅
代

表
取
締
役
の
本
田
静
さ
ん
が
、
地
域
に
お
け

る
遺
跡
の
活
用
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
二
人
の
講
師
と
、
中
種
子
町

と
南
種
子
町
の
町
長
を
交
え
、
「
遺
跡
の
活

用
と
課
題
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 立

切
・
横
峯
遺
跡
国
史
跡
指
定

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

立切・横峯遺跡国指定シンポジウム

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
様
子
は
中
種
子
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
御
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

同
日
に
開
催
さ
れ
た
立
切
遺
跡
・
横
峯
遺
跡

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、「
立
切
賞
」
・
「
種

子
島
Ｆ
の
会
賞
」
の
表
彰
式
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
応
募
作
品
は
資
料
館
に
展
示
し

て
い
ま
す
の
で
、
御
観
覧
く
だ
さ
い
。

十
二
月
一
日
に
中
種
子
町
立
中
央
公
民
館

大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
町
家
庭
教
育
学
級
合

同
研
修
会
を
開
催
し
、
七
十
六
人
が
出
席
し

ま
し
た
。
鹿
児
島
県
男
女
共
同
参
画
局
人
権

同
和
対
策
課
人
権
研
修
推
進
員
常
深
透
氏
を

講
師
に
迎
え
、
「
誰
も
が
幸
せ
に
生
き
る
た

め
に
～
人
の
心
に
思
い
を
馳
せ
て
～
」
の
演

題
で
人
権
同
和
問
題
に
つ
い
て
講
演
を
行
い

ま
し
た
。
歌
を
交
え
な
が
ら
子
供
の
人
権
に

つ
い
て
語
ら
れ
、
「
私
た
ち
は
全
員
が
地
上

の
星
」
を
テ
ー
マ
に
、
自
分
ら
し
さ
と
は
何

か
、
子
供
に
人
権
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る

た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
か
な
ど

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

家庭教育学級合同研修会

家
庭
教
育
学
級
合
同
研
修
会

「
誰
も
が
幸
せ
に
生
き
る
た
め
に
」

の
ま
ち

な

か

た

ね

風
立

あたまイキイキ音読教室
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十
一
月
五
日
（
土
）
に
下
中
地
区
に
お
い

て
、
鹿
児
島
大
学
の
学
生
と
下
中
地
区
の
子

供
た
ち
が
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
や
郷
土
カ
ル
タ
大

会
な
ど
を
通
じ
て
交
流
し
ま
し
た
。
ロ
ゲ
イ

ニ
ン
グ
は
、
地
区
内
の
消
火
栓
や
避
難
所
の

看
板
な
ど
、
防
災
に
関
連
し
た
箇
所
を
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
に
し
た
防
災
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
と

し
、
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
は
「
何
の
た
め

に
あ
る
の
か
」
皆
で
意
見
を
出
し
合
い
、
防

災
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

本
事
業
は
、
県
離
島
振
興
協
議
会
が
企
画

し
た
離
島
振
興
事
業
「
ア
イ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ン

パ
ス
」
を
鹿
児
島
大
学
が
実
施
す
る
も
の

で
、
大
学
生
と
児
童
が
諸
活
動
を
通
じ

て
交
流
し
、
そ
の
様
子
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で

広
く
情
報
発
信
す
る
こ
と
で
、
地
元
の

観
光
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

南 種 子 町下
中
地
区
公
民
館
青
少
年
育
成
部

～
交
流
と
学
び
の
南
種
子
探
求
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
～

下中郷土カルタ大会の様子

南
種
子
町
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ

「
コ
ス
モ
ス
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
の
中
止

等
に
よ
り
、
二
年
間
活
動
を
自
粛
し
て
い
ま

し
た
。
今
年
度
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
研
修

会
が
開
催
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
マ
イ
バ
ッ
ク
推
進
運
動
な
ど
、
本
格
的

に
活
動
を
再
開
し
ま
し
た
。

十
一
月
二
十
日
（
日
）
に
は
、
文
化
庁
事

業
の
子
供
た
ち
の
た
め
の
お
祭
り
広
場
「
再

発
見
ニ
ッ
ポ
ン
の
伝
統
ｉ
ｎ
種
子
島
」
が
種

子
島
こ
り
ー
な
で
開
催
さ
れ
、
受
付
や
会
場

案
内
な
ど
の
運
営
に
参
加
し
ま
し
た
。
空
き

時
間
に
は
、
書
道
や
茶
道
な
ど
の
和
文
化
体

験
を
し
た
り
、
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
を
鑑
賞
し

た
り
す
る
こ
と
も
で
き
、
日
頃
体
験
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
貴
重
な
経
験
を
積
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ「
コ
ス
モ
ス
」

～
三
年
ぶ
り
に
本
格
的
な
活
動
再
開
～茶道体験の様子

十
一
月
二
十
六
日
（
土
）
に
は
、
熊
毛
地

区
子
ど
も
会
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
養
成
研

修
が
南
種
子
町
で
開
催
さ
れ
、
地
区
内
の
ジ
ュ

ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
が
二
年
ぶ
り
に
顔
を
合
わ

せ
て
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
各
ク
ラ
ブ
の
活
動
や
課
題

の
発
表
な
ど
を
通
し
て
、
地
域
に
お
け
る
高

校
生
世
代
の
役
割
を
考
え
、
よ
り
一
層
活
躍

す
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
向
上
に
努
め

ま
し
た
。

今
後
も
「
楽
し
み
な
が
ら
活
動
す
る
！
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
様
々
な
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
博
物
館

の
多
様
な
魅
力
を
体
感
し
て
い
た
だ
こ
う

と
、
毎
年
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
今
年
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
ち
な

ん
で
十
月
三
十
日
（
土
）
に
行
い
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
風
に
飾
り

つ
け
ら
れ
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
内
に
隠
さ
れ

た
ヒ
ン
ト
を
探
し
て
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

形
式
の
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
を
解
き
、
広
田
遺
跡

ヒ
ロ
ウ
ィ
ン
・
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

～
博
物
館
の
夜
間
開
放
～

ジュニア・リーダー養成研修の様子

の
ナ
ゾ
を
学
ぶ
こ
と
を
中
心
と
す
る
も
の
で

す
。
他
に
も
、
貝
な
ど
が
飾
ら
れ
た
石
に
絵

を
描
く
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、
南
の
貝

の
道
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー

ト
、
本
格
的
な
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
風
撮
影
が
で
き

る
フ
ォ
ト
ブ
ー
ス
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け

ら
れ
、
参
加
者
は
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
仮
装

姿
で
、
夜
の
博
物
館
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ヒ
ロ
ウ
ィ
ン
・
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

は
、
広
田
遺
跡
語
り
部
の
会
の
皆
さ
ん
と
共

同
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。
広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
で
は
、
地
域
の
団
体
と
社
会
教
育
施

設
が
連
携
す
る
こ
と
で
、
体
験
し
、
楽
し
み

な
が
ら
の
深
い
学
び
の
実
現
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

ハロウィン風の仮装の様子体験ワークショップ

 

 

 心
ふ
れ
あ
う
ま
ち
づ
く
り 

南
種
子
町 
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「
わ
た
く
し
た
ち
は
、
ふ
る
さ
と
屋
久
島
を

愛
し
、
豊
か
な
町
づ
く
り
の
た
め
に
奉
仕
し

ま
す
。
」

こ
れ
は
、
高
校
生
ク
ラ
ブ
「
ぽ
ん
だ
ま
」

会
員
綱
領
の
一
文
で
す
。
今
年
度
は
、
屋
久

島
高
校
一
・
二
年
生
の
四
十
八
人
が
所
属
し

て
い
ま
す
。
こ
の
綱
領
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る

と
お
り
、
会
員
の
高
校
生
は
、
町
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
を
考
え
、
様
々
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度
の
取
組
を
い
く
つ

か
紹
介
し
ま
す
。

や
く
し
ま
っ
子

わ
ん
ぱ
く
フ
ェ
ス
タ

六
月
十
八
日
、
「
ぽ
ん
だ
ま
」
が
企
画
か

ら
運
営
ま
で
行
う
イ
ベ
ン
ト
「
わ
ん
ぱ
く
フ
ェ

ス
タ
」
を
、
宮
之
浦
体
育
館
で
開
催
し
、
児

童
約
五
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
が
手
作
り
し
た
魚
釣
り
ゲ
ー

ム
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
な
ど
数
多

く
の
ゲ
ー
ム
を
用
意
し
て
子
供
た
ち
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
し
た
。
高
校
生
の
お
兄
さ
ん
や

お
姉
さ
ん
に

連
れ
ら
れ
、

順
番
に
楽
し

む
子
供
た
ち

の
明
る
い
声

と
笑
顔
が
会

場
に
溢
れ
て

い
ま
し
た
。

屋久島町
町
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を

～
高
校
生
ク
ラ
ブ
「
ぽ
ん
だ
ま
」
の
活
動
～

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
看
板
設
置

八
月
二
十
六
日
、
健
康
の
森
公
園
の
遊
歩

道
に
看
板
（
距
離
表
示
板
）
を
設
置
し
ま
し

た
。
こ
の
看
板
は
、
利
用
者
に
と
っ
て
分
か

り
や
す
く
、
元
気
が
出
る
も
の
と
な
る
よ
う
、

生
徒
た
ち
自
身
で
デ
ザ
イ
ン
か
ら
作
製
・
設

置
ま
で
行
っ
た
も
の
で
す
。

利
用
者
に
笑
顔
を
届
け
る
と
と
も
に
、
少

し
で
も
運
動
す
る
人
が
増
え
て
健
康
増
進
に

役
立
つ
よ
う
に
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

十
月
十
五
日
、
口
永
良
部
島
子
ど
も
会
と

松
峯
子
ど
も
会
が
口
永
良
部
島
で
交
流
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

屋
久
島
か
ら
は
、
松
峯
子
ど
も
会
の
七
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
対
面
式
の
後
、
金
岳
小

中
学
校
で
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
夕

方
に
は
、
福
祉
館
に
移
動
し
、
全
員
で
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
や
花
火
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

口
永
良
部
島
で
の
交
流
会

～
松
峯
子
ど
も
会
・
口
永
良
部
島
子
ど
も
会
～

生
き
生
き

キ
ラ
キ
ラ

元
気
あ
ふ
れ
る

屋
久
島
町

参
加
し
た
子
供
は
、
「
は
じ
め
て
口
永
良
部

島
を
訪
れ
た
。
口
永
良
部
島
の
人
た
ち
は
み

ん
な
と
て
も
優
し
く

て
、
す
ぐ
に
友
達
に

な
っ
て
仲
良
く
遊
べ

て
楽
し
か
っ
た
。
ま

た
行
っ
て
み
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

翌
日
、
屋
久
島
行

き
の
フ
ェ
リ
ー
出
航

時
に
は
、
た
く
さ
ん

の
子
供
た
ち
が
見
送

り
に
訪
れ
、
再
会
を

約
束
し
ま
し
た
。

第
十
回
屋
久
島
町
文
化
祭
が
十
一
月
二
十

六
日
、
二
十
七
日
の
二
日
間
、
離
島
開
発
総

合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
三
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
個
人
や
サ
ー
ク
ル
、
各
学
校

が
日
頃
か
ら
行
っ
て
い
る
芸
術
文
化
活
動
の

成
果
を
、
展
示
・
発
表
し
ま
し
た
。

舞
台
発
表
で
は
、
和
太
鼓
や
弾
き
語
り
、

舞
踊
、
ダ
ン
ス
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

展
示
で
は
、
日
々
作
製
し
た
絵
画
や
書
道
、

生
花
な
ど
の
ほ
か
、
会
場
で
茶
道
教
室
の
お

点
前
実
演
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
玄
関
ロ
ビ
ー
で
は
、
屋
久
島
高
校
書

道
部
に
よ
る
「
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
が

行
わ
れ
、
来
場
者

を
魅
了
し
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ん
に

元
気
を
届
け
た
い

と
の
思
い
を
込
め

て
作
品
を
仕
上
げ

ま
し
た
。

芸
術
の
秋
、
文
化
の
秋

～
町
文
化
祭
三
年
ぶ
り
に
開
催
～

十
一
月
一
日
、
二
日
の
二
日
間
、
屋
久
島

町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
の
会
員
が
、
熊
本

県
菊
陽
町
を
訪
問
し
、
菊
陽
町
地
域
女
性
の

会
と
三
年
ぶ
り
に
交
流
会
、
研
修
会
を
行
い

ま
し
た
。

菊
陽
町
と
屋
久
島
町
は
、
旧
屋
久
町
時
代

の
平
成
六
年
五
月
に
姉
妹
盟
約
を
結
び
、
行

政
、
産
業
、
教
育
、
文
化
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面

で
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
平
成
十
九
年

十
月
に
屋
久
島
町
の
誕
生
を
受
け
、
平
成
二

十
年
二
月
二
十
九
日
に
新
た
に
姉
妹
盟
約
を

締
結
し
ま
し
た
。

「
屋
久
島
町
の
み
な
さ
ん
、
お
帰
り
な
さ
い
。」

と
い
う
菊
陽
町
地
域
女
性
の
会
会
長
の
温
か

い
歓
迎
の
言
葉

か
ら
研
修
会
は

始
ま
り
、
久
し

ぶ
り
の
再
会
を

喜
び
合
い
ま
し

た
。
互
い
の
活

動
の
情
報
交
換

や
現
地
視
察
な

ど
、
充
実
し
た

研
修
会
と
な
り

ま
し
た
。

三
年
ぶ
り
の
再
会

～
菊
陽
町
地
域
女
性
の
会
と
の
交
流
～

【魚釣りゲームを楽しむ子供たち】

【デザイン案の発表】

【看板の設置】

【和太鼓の演奏】 【お別れの乗船前に記念撮影】

熊毛地区社会教育振興会 熊毛の社会教育

【書道パフォーマンス】

【情報交換会の様子】


